
国際ロータリー第2720地区
大分東ロータリークラブ

R.I.テーマ
「世界に希望を生み出そう」
大分東RCスローガン
「Come together」

大分東週報

ガバナー  膳所　和彦
会　　長  前田　修二
幹　　事  佐藤　純也

画「初めてのデジ絵で描いた大分駅」前田　修二

2023-2024 第14回　例会 2023.11.９ 　No.2799

本日のプログラム（11月９日）
　　　　　　　　　　会　　食
◎12：30
　１．開会並びに点鐘　　　　　前田　修二　会長
　２．国歌並びにロータリーソング斉唱「奉仕の理想」
　３．ゲスト・ビジターの紹介　前田　修二　会長
　４．会長の時間　　　　　　　前田　修二　会長
　５．幹事報告　　　　　　　　佐藤　純也　幹事
　６．出席報告　　　　　　　　瀬口　清文　出席委員長
　７．委員会報告
　８．ニコボックス　　　　　　竹内　　崇　親睦委員長
　９．今週のお祝い
　　　＜創立記念日＞
　　　　竹内　　崇会員　㈱日本旅行　11月１日
　　　　城内　和敏会員　大分バス㈱　11月10日
　　　　幾留　秀樹会員　㈱コーリツ　11月14日
　　　＜出席＞
　　　　瀬口　清文会員　10月７日（13年）（100％）
　　　＜結婚記念日＞
　　　　平岩禎一郎会員　11月６日
　　　　池田　　雄会員　11月９日
　　　　熊野　秀樹会員　11月12日
　　　＜パートナー誕生日＞
　　　　木暮　賢児会員　ユリカ夫人　11月10日
　　　＜会員誕生日＞
　　　　織部　和宏会員　11月４日

第12回（10月19日）例  会  記  録

次回の例会（第15回11月16日）

三島　麻衣会員の卓話　「当院の取り組み」

夜の親睦例会「サケメシスタンド食堂　エイチ」

・出席報告
会員
総数
33名
免除
会員
９名

10月19日（前々回） ９月28日
出席率
（修正）出席会員数 出席率 ゲスト ビジター

21名 80.77% １名 １名 100%

会員
総数
33名
免除
会員
９名

10月26日（前回） 10月５日
出席率
（修正）出席会員数 出席率 ゲスト ビジター

20名 74.00% ０名 17名
（サインのみ） 95%

職場例会「大分県運転免許センター」

第13回（10月26日）例  会  記  録

◎13：00
　10．例会企画
　　　　会員卓話　有吉　吾一会員・中前　喜裕会員
　　　　「新会員の卓話」



● 11月のプログラム　11月 ９日（木）　有吉・中前会員の卓話
11月16日（木）　職場例会「大分県運転免許センター」　12：15～
11月30日（木）　夜の例会「アートホテル」　18：30～

● 12月のプログラム　12月 ７日（木）　年次総会「次年度役員・理事の発表」
12月14日（木）　クラブ協議会「上期を振り返って」
12月21日（木）　クリスマス家族例会「大分モノリス」にて

会長　前田　修二　
　今回は、養老孟司氏（解剖学者）と隈研吾氏（建築家）の
共書「日本人はどう死ぬべきか？」という本を参考にお話し
ます。二人の共通点は同じ鎌倉の高校を卒業している点だ。
他に共通点はなさそうだが、死に向かうにあたって日本人に
必要なものは何かについて語っています。養老氏は仕事柄死
体と常に向き合うことから死は身近にありそうだ。隈氏は以
外にも海外の人に依頼されて墓の建築事例も多く、既に自分
の墓も建築済みらしいです。
　大昔はピラミッドや始皇帝陵のように巨大な墓が権力の象
徴でした。日本でも仁徳天皇陵にあるような大きな墓を建
てる時代があったようですが、平安時代から鎌倉時代にかけ
て、戦に明け暮れ、身近に死があった世の中をみてきて、宗
教の影響もあり、死に対する考え方が日本では少し変わっ
てきたのではないかと言います。明治以降は西洋の考え方で
「自己」というものが現れ、自分は永続しているものとなっ
たが、自分はどんどん変わっていく、変わるのは当たり前
で、変わっていいんだよ、という思想になってきているよう
です。
　日本の建築界でも1960年代に「メタボリズム運動」とい

うムーブメントがあった。「メタボリズム」とは、生物の新
陳代謝を意味する。これからの建築は西洋の石造り建築みた
いに完成した後に古びていくだけではなく、水の流れのよう
にどんどん新陳代謝していかなければならないというもの
だ。丹下健三氏、黒川紀章氏はその流れ、そして隈氏と・・・。
　このように、自分の人生の集大成、夫婦２名で暮らせるバ
リアフリーの小さな家、無駄物は捨てる（断捨離）、激動の
グローバル経済や地震など自然災害の多い日本を考えた時に
我々には「新陳代謝」が大事なキーワードになってきている
と思います。
　都市の超高層ビル、そこで仕事できることがエリートの証
明だったが、新型コロナウィルスによりテレワークが認知
され、都会の高層ビルで仕事をする必要がなくなってきてい
ます。自然に囲まれて競争もないところでのびのびと仕事し
ながら、たまに都会の本社に出勤するという生活スタイルが
少し一般的になってきているところもあります。今の自分に
向き合って、将来に向けた自分自身の新陳代謝って何だろう
と、自分はこれからどう変わっていくべきなのだろう考えさ
せられました。

会長の時間（令和５年10月19日）

三島　麻衣会員
当院の取り組み

卓話の時間（10月19日）

© Social Medical Corporation San-Ai kai

当院の取り組み
社会医療法⼈三愛会 三愛メディカルセンター

社会医療法⼈三愛会
三島 ⿇⾐

© Social Medical Corporation San-Ai kai

© Social Medical Corporation San-Ai kai

社会医療法⼈三愛会
⼤分三愛メディカルセンター

⼤分市南⻄部
“地域 ” の病院

© Social Medical Corporation San-Ai kai

⾃⼰紹介

1972誕⽣
⾼校⽣

⼤学⽣
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社会医療法⼈三愛会
⼤分三愛メディカルセンター

地域医療を担い75年

計13事業所
訪問看護

ステーション

有床
診療所

介護⽼⼈
保健施設

無床
診療所

グループ
ホーム

有料⽼⼈
ホーム

地域包括
⽀援センター

居宅介護
相談センター

×2

×2

病院

×1

訪問介護

※⼤分市委託
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■開設 1948年3⽉ 「安東有⼆郎診療所」（前⾝）

1970年9⽉ 「三愛病院」として法⼈開設（53年⽬）
2006年6⽉ 「⼤分三愛メディカルセンター」移転改称

前理事⻑ 半澤⼀邦 理事⻑ 三島康典

© Social Medical Corporation San-Ai kai

最新医療機器
- 急性期医療の質向上 -

MRI装置
（1.5T）

内視鏡検査機器
（7つの検査室）

© Social Medical Corporation San-Ai kai

社会医療法⼈三愛会
⼤分三愛メディカルセンター

社会医療法⼈三愛会
⼤分三愛メディカルセンター

190床

22診療科

2次救急病院
⼤分DMAT指定病院
DPC対象病院
病院機能評価機構認定ver.6
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最新医療機器
- 急性期医療の質向上 -

CT装置
2021年10⽉更新

⾎管造影装置
2022年6⽉更新

●東京西RC　今泉善雄様（１口）
　今日より有田焼　人間国宝14代　今泉今右衛門個展開催し
ています。
　ここトキハ様にて、どうぞご高覧ください。

●熊野秀樹会員（２口）
　先日100キロウオークに参加し17時間でゴールできました。
　由見さん、練習にお付き合いいただき有難うございます。
　来年　皆さんで参加しましょう。

●角山光邦会員（５口）
　７月の第一例会以来、久しぶりに出席しました。
　出張・会議などと重なりその上コロナに感染しました。
　故意に欠席したことはありませんが、会員の皆さんに忘れさ
られているのではと心配しておりました。
　皆さん笑顔で迎えて頂きホッとしております。これからもご
迷惑をおかけしますが宜しくお願いします。

ニコニコボックス

２
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救急⾞搬⼊台数（2003〜2021）
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救急部⾨

救急・災害医療の要件で
社会医療法⼈の認定
救急⾞搬⼊症例件数

約2500件／年（2022年）
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消化器病・
内視鏡センター

（消化器内科・外科）

内視鏡検査 約8500件/年（2022）

内視鏡治療 約780件/年（2022）

消化器病学会専⾨医 3名
消化器外科学会専⾨医 3名
消化器内視鏡学会指導医 2名
消化器内視鏡学会専⾨医 3名
⽇本膵臓学会指導医 1名

© Social Medical Corporation San-Ai kai

健診部⾨
（三愛総合健診センター）

最新機器での検査
健診の個別化

（受診者様にあわせた健診のご提案）
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ブランディング

“ 地域 ” の病院
として

“ 地域 ” を巻き込んでいく

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“地域企業”を巻き込む

広報誌 展開
店舗紹介

© Social Medical Corporation San-Ai kai

⼤分DMAT指定病院

現場出動や災害訓練への
積極的な取り組み
活動実績
DMAT 18件（2022年）
Dr.Car 138件（2022年）

救急・災害医療

救急部⾨

© Social Medical Corporation San-Ai kai

⼼臓カテーテル
（循環器内科）

2021年12⽉より
緊急カテも対応
CAG（⼼臓カテーテル検査） 245件
PCI （⼼臓カテーテル治療） 76件

© Social Medical Corporation San-Ai kai

社会医療法⼈三愛会
⼤分三愛メディカルセンター

法⼈理念

×2

×1⼀、⽣命と健康を⽀える

⼀、地域社会と連携する

⼀、⼈を⼤切にし、育てる
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“地域住⺠”を巻き込む

オリジナル意⾒交換会
各職種と市⺠の
“ ホンネ ” 質問＆討論

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“地域企業”を巻き込む

職員への慰労を
地域と⼀緒に
（地域の菓⼦店・うなぎ店など）
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⽇本DMAT指定病院

東⽇本⼤震災（写真）

熊本地震
被災地へ出動

救急・災害医療

救急部⾨
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脳卒中センター
（脳神経外科）

脳⾎管内治療
⾎栓回収療法
機能神経外科領域
ITB療法
脳深部刺激療法

© Social Medical Corporation San-Ai kai Social Medical Corporation San-ai Kai

当院乳がん検診のプロセス指標
事業評価基準値2020年度2019年度2018年度2017年度

3,5403,2862,8412,329受診者数（⼈）

許容値 11%以下6.77.08.710.8要精検率（％）

許容値 80%以上
⽬標値 90%以上92879388精検受診率（％）

許容値 0.23%以上0.280.180.280.56がん発⾒率（％）

許容値 2.5%以上4.202.603.235.17陽性反応
的中率（％）
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“ 地域 ” 密着
法⼈キャッチコピー

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“地域住⺠”を巻き込む

オリジナル意⾒交換会
各職種と市⺠の
“ ホンネ ” 質問＆討論

広報誌

報告書 院内報

疑問に
返答

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“地域企業”を巻き込む

店舗からの
情報拡散も

© Social Medical Corporation San-Ai kai

救急部⾨

トリアージ訓練
BLSなどの
各種講習会を実施

救急・災害医療

© Social Medical Corporation San-Ai kai

健診部⾨
（三愛総合健診センター）

年間受診者数

約13000⼈
男⼥別エリア
おもてなし空間

© Social Medical Corporation San-Ai kai

実際の地域の認識は…

「あるのは知ってるけど…」
「どんな病院か知らない」
「何科があるか知らない」

「強みはわからない」
「昔のイメージが…」
「近くに有名な⼤病院があるし…」

2015年 外部機関による認知調査
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“地域住⺠”を巻き込む

ポスター撮影
コピーイメージに
合致した展開を

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“地域の⼦ども”を巻き込む

キャラクター制作
原案と投票
「地域でつくる」キャラ
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“地域の⼦ども”を巻き込む

キャラクター制作
原案と投票
「地域でつくる」キャラ
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“地域の⼦ども”を巻き込む

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“コミュニティ”を巻き込む

出前講座や
学校教育など
依頼はすべて受ける
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“メディア”を巻き込む

医療知識向上として
各メディア展開

新聞・テレビ・ラジオ・雑誌
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“メディア”を巻き込む

コロナ対応の現状でも
強⼒な情報周知に
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“メディア”を巻き込む

コロナ対応の現状でも
強⼒な情報周知に

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“有名⼈”を巻き込む

地域貢献イベント
コロナ禍でも楽しみを
楽しめる内外研修

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“有名⼈”を巻き込む

声優起⽤で
全国的に“ バズる ”

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“職員”を巻き込む

内部みんなで
“地域を考える” 機会を

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“ 地域 ” が “ 広報担当者 ” に

© Social Medical Corporation San-Ai kai

いま、その局⾯に

看護師を中⼼とした
⼈材不⾜…
当院でも喫緊の課題

© Social Medical Corporation San-Ai kai

働きやすい環境

システムによる効率化
特別連続休暇（5⽇／年）
職域NISA（病院補助）
職員⾷堂新設（PACE）

© Social Medical Corporation San-Ai kai

“ 働くパパの働き⽅改⾰ ” 育休
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“ 働くママの働き⽅改⾰ ” 学童保育
※8⽉トライアル実施の様⼦
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“ 地域でつくる・⽀える ” 学童保育

“キレイごと”を
地域全体で
叶えていく

三愛職員

医療で⽀える
使命

地域の⾼齢者

医療者の⼦ども

メディア

⼦どもを⽀えることで
医療業務を⽀える

“ふれあう”ことでの幸せ
健康的活動の場

⾒守り
経験・知識提供

地域の企業

無理のない家庭環境

家事育児軽減・安⼼とやりがい

活動周知

ブランド向上＆販促⽀援

県内企業
模倣促進
県全体の労働環境向上

運営⽀援

“拡⼤してゆく!?”
夢ある事業の
先駆けに！
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“ 地域 ” の協⼒

数多くの
“ 地域 ” と、
いま、
作り上げている
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⽬標300万 クラファン挑戦中！

© Social Medical Corporation San-Ai kai

Thank You 
For Your Attention 後の資料が必要な方は

事務局にご連絡下さい

３



国際ロータリー第2720地区  大分東ロータリークラブ
創 立 昭和38年３月６日
例 会 日 木曜日・12時30分
例 会 場 トキハ会館４Ｆ「つばきの間」
会 長 前田　修二
幹 事 佐藤　純也
事 務 所 〒870-0021

大分市府内町1-2-15
（トキハ会館４Ｆ）
TEL532-0611　FAX532-8386

ホームページ http://www.higashi-rc.com/
メールアドレス oitahigashirc@mist.ocn.ne.jp

ロータリーソング
奉仕の理想

奉仕の理想に集いし友よ
御国に捧げん我等の生業
望むは世界の久遠の平和
めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ我等のロータリー

夜の例会
「サケメシスタンド食堂　エイチ」


